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鶏大腸菌症は、鶏病原性大腸菌（ Avian 

pathogenic Escherichia coli：APEC）によって

引き起こされる経済的損失が大きい疾病のひと

つであり、平飼い飼養されるブロイラーを中心

に問題となるが、近年、国内において、採卵用

成鶏における発生も確認されており５、６、８、９）、

その臨床症状は、心膜炎および肝被膜炎を伴う

急性敗血症や卵管炎が主である。一方、APEC に

よる髄膜炎、脳炎の野外発生報告はほぼなく８、

９）、Nakamura ら 10）によるブロイラー１例と、

Kasuyaら３）による採卵用種鶏の新生ひな１例の

報告のみである。 

今回、鶏大腸菌症と診断された採卵用成鶏に

おいて、大腸菌による頭蓋骨 air space 病変お

よび髄膜炎が認められた事例に遭遇したので報

告する。 

 

１ 発生状況 

採卵鶏 27,000 羽を飼養する養鶏場（７鶏舎、

開放、ケージ飼育）の１鶏舎で、2021年６月 15

日に 113 日齢で導入したボリスブラウン 4,600

羽において、７月 11 日（139 日齢）から斜頸な

どの症状を呈した鶏が、衰弱して２～３羽／日

ずつ死亡していた。７月 16 日（144日齢）に 14

羽／日と死亡・淘汰羽数が増加したことから立

入検査を実施し、生存鶏２羽および死亡鶏１羽

の計３羽について病性鑑定を実施した。鶏舎周

囲に消石灰を散布し消毒を実施するも、その後

も症状が治まらないことから、７月 20 日（148

日齢）にさらに生存鶏２羽および死亡鶏１羽の

計３羽について再度病性鑑定を実施した。症状

が確認されてから 36 日後（８月 16 日）には発

生は終息し、発症期間の死亡・淘汰率は 5.5％で

あった。また、当該鶏群の 50％産卵日齢は 143

日齢で、ピーク産卵率は 94.7％、ピーク産卵日

齢は 189日齢であった。なお、養鶏場は標高 159m

に所在し、発生鶏舎の３m南側に堆肥舎が位置し

ており（図－１）、気象庁データにおいて、発

症時期に当該地域には南西から最大瞬間風速

17m、平均風速５m を超える風が吹いていたこと

が確認された（図－２）。 

図－１ 養鶏場内配置図
 

 

図－２ 疾病発生時の風速および風向き（気象庁
ホームページ「2021年6月および7月（日ご
との値）風」より一部改変）

導入 発症

 当該鶏群のワクチネーションプログラムは、

表－１に示すとおりで、大腸菌症ワクチンは投

与されていなかった。 



 

接種日齢 ワクチン 株名 投与・接種方法

初生 マレック病（生） FC-126株 皮下接種

IBa)（生） C78株 散霧

14日齢 NDb)・IB（生） ND：Clone30株，IB：Ma5株 飲水

20日齢 鶏痘（生） ボーデット株 翼膜穿刺

23日齢 伝染性ファブリキウス嚢病（生） MB-1・E株 飲水

36日齢 伝染性ファブリキウス嚢病（生） ウイルスK株 飲水

43日齢 ND・IB（生） ND：B1株，IB：H120株 点鼻

48日齢 鶏伝染性喉頭気管炎 C7株 点鼻

60日齢 ニワトリ6種混合オイル（不活化） ND：石井株，IB：練馬E10株，TM-86EC株，
ICc)・A型菌：No.221株，IC・C型菌：53-
47株，MGd)：63-523株

筋肉内接種

80日齢 IB（生） H120株 飲水

a) 鶏伝染性気管支炎，b) ニューカッスル病，c) 伝染性コリーザ，d) MG：マイコプラズマ・ガリセプチカム感
染症

表－１ 発症鶏群のワクチネーションプログラム

 

 

２ 病性鑑定 

（１）解剖検査および病理組織学的検査 

144および 148日齢それぞれの死亡鶏 1羽なら

びに生存鶏２羽の計６羽（鶏 No.１～６）の解剖

検査実施後、主要臓器、器官について、10％中

性緩衝ホルマリン液で固定後、定法に従いパラ

フィン包埋切片を作製して、ヘマトキシリン・

エオジン（HE）染色を実施した。全例の頭蓋骨

および鶏 No.６の脳については、病原大腸菌免疫

血清「生研」（デンカ社）の O1、O119および O161

免疫血清を用いて、シンプルステイン MAX-PO

（MULTI）（ニチレイバイオサイエンス社）にて

免疫組織学的検査を実施した。 

（２）細菌学的検査 

鶏 No.１～６の主要臓器および脳について、

５％馬血液寒天培地（日水製薬社）および DHL

培地（日水製薬社）を用いて好気培養で細菌検

索を実施し、分離菌は API20E（ビオメリュー・

ジャパン社）により同定した。 

148 日齢の３羽の脳から分離された大腸菌各

１株について、病原大腸菌免疫血清を用いて凝

集反応を実施した。さらにボイル法にて遺伝子

を抽出し、Iguchi らの報告２）に従い、O 血清型

別プライマーを用いたマルチプレックス PCR 法

により血清型を確認した。 また、同サンプルを

用いて、Ewers らの報告１）に従い、病原性関連

遺伝子 irp2、iucD、 astA、vat、 papC、tsh、

iss、 cva/cviの保有をマルチプレックス PCR法

にて検索した。なお、144日齢の３羽から分離さ

れた大腸菌については、上記検査は実施しなか

った。 

５羽（鶏 No.１、３～６）から分離された大腸

菌５株の薬剤感受性試験は、アンピシリン

（ABPC）、アモキシシリン（AMPC）、オキシテ

トラサイクリン（OTC）、ドキシサイクリン（DOXY）、

ST 合剤（ST）、オフロキサシン（OFLX）、ノル

フロキサシン（NFLX）、エンロフロキサシン

（ERFX）について、ミューラーヒントン培地（日

本ベクトン・ディッキンソン社）を用いて１濃

度ディスク拡散法（BD センシ・ディスク、日本

ベクトン・ディッキンソン社）により実施した。 

 

３ 成績 

（１）解剖検査および病理組織学的検査 

 生存鶏４羽に起立不能や斜頚などの神経症状

（写真－１）が認められたものの、外貌上の異

常はみられず、死亡鶏を含めて剖検所見では顕

著な異常所見は認められなかった。 

写真ー１ 斜頚を呈する鶏（剖検時、No.２）
 

  

 病理組織学的検査では、148 日齢の３羽（鶏

No.４～６）の頭蓋骨 air spaceに、多数の細菌

塊を伴う偽好酸球、マクロファージの浸潤、線

維素析出および細胞退廃物の沈着、多核巨細胞

やマクロファージに囲まれた凝固壊死巣といっ

た病変（写真－２）が認められ、144日齢の１羽

（鶏 No.３）においても頭蓋骨 air spaceに細菌

塊を伴う軽度のマクロファージの浸潤が認めら

れたものの、144日齢の２羽（鶏 No.１～２）に

は同病変は認められなかった。さらに、鶏 No.

６では髄膜に細菌塊を伴う偽好酸球、マクロフ

ァージの浸潤が認められ、中等度の髄膜炎が確

認されたが、その他の５羽では脳に所見は観察

されなかった。 

 



 

写真ー２ 頭蓋骨air spaceに細菌塊を伴う壊死巣
形成、炎症細胞浸潤（HE染色、No.５）

 

また、全羽で頭部皮下組織あるいは眼窩下洞

いずれかにおける化膿性病変が確認された。心

膜における炎症細胞浸潤は 144 日齢の３羽（鶏

No.１～３）すべてで認められたものの、148 日

齢の３羽（鶏 No.４～６）ではいずれにもみられ

なかった。その他に、軽度ではあるが肝臓に血

栓形成が３羽、肝臓の壊死が１羽、脾臓の線維

素析出が３羽、十二指腸から小腸の漿膜炎が１

羽、筋胃びらんが１羽で確認された（表－２）。 

144日齢 148日齢

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6

転帰 生存 生存 死亡 生存 生存 死亡

症状

斜頸 ＋ ＋ 不明 ＋ ＋ 不明

組織所見

頭蓋骨air space病変 － － ＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

髄膜炎 － － － － － ＋＋

頭部皮下組織の化膿性炎 ＋ － ＋＋＋ ＋ － －

眼窩下洞の化膿性炎 － ＋＋ ＋＋ － ＋ ＋

肝臓の血栓形成 － － ＋ ＋ ＋ －

肝臓の壊死 － － － ＋ － －

脾臓の線維素析出 － － ＋ ＋ ± ＋

心膜に炎症細胞浸潤 ＋ ＋ ＋ － － －

小腸～大腸の漿膜炎 － － ＋＋a) － ± －

筋胃びらん － － － － ＋＋ ＋＋

病変の程度：－（病変なし）、±（きわめて軽度）、＋（軽度）、＋＋（中等度）、＋＋＋（高度）

a) 肉芽腫性病変を伴う

表－２ 臨床症状および病理組織学的所見

 

 免疫組織化学的検査では、鶏 No.３および６は

抗 O1血清、鶏 No.４は抗 O161血清、鶏 No.５は

抗 O119血清それぞれで頭蓋骨 air space病変部

位に抗原陽性像が確認された（写真－３）。 

No.4 抗O1免疫血清 抗O119免疫血清 抗O161免疫血清

No.5 抗O1免疫血清 抗O119免疫血清 抗O161免疫血清

No.6 抗O1免疫血清 抗O119免疫血清 抗O161免疫血清

写真ー３ 頭蓋骨air spaceにおける大腸菌抗原の
免疫組織化学的検査  

 

さらに、鶏 No.６の髄膜病変部にも抗 O1 血清

での抗原陽性像が確認された。鶏 No.１および２

についてはいずれの抗血清に対しても抗原陽性

像は確認されなかった（表－３）。 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6
細菌分離
肝臓 － － ＋ － － ＋
脾臓 － － ＋ － － ＋
腎臓 － － ＋ － － ＋
心臓 － － ＋ － － ＋
肺 － － ＋ － － ＋
脳 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

分離大腸菌の血清型 不明 不明 不明 O161 O119 O1
免疫染色陽性の血清型 － － O1 O161 O119 O1

表－３ 細菌検査成績および免疫組織化学的
検査成績

 

（２）細菌学的検査（表－３および表－４） 

 死亡鶏２羽（鶏 No.３および６）はすべての主

要臓器および脳、生存鶏４羽は脳からのみ大腸

菌が分離された。分離された大腸菌の血清型は、

凝集反応法ならびにマルチプレックス PCR 法に

よって、鶏 No.４由来株は O161、鶏 No.５由来株

は O119、鶏 No.６由来株は O1に型別された。鶏

No.１～３から分離された大腸菌については検

査していなかったため不明とした。鶏 No.４～６

由来株すべてで病原性関連遺伝子 irp2、iucD、

vat、papC、iss、cva/cviの保有、さらに鶏 No.

４および６由来株では tshの保有も確認された。

薬剤感受性試験の結果、鶏 No.１、３、６では

OTC 耐性、鶏 No.４由来株では ABPC および AMPC

耐性、鶏 No.５由来株では OTC および DOXY 耐性

が確認され、それ以外の薬剤については感受性

を示した。 



 

表－４ 分離大腸菌の病原性関連遺伝子保有
状況および薬剤感受性試験成績

No.1 No.3 No.4 No.5 No.6
病原性関連遺伝子保有状況

irp2

不明 不明

＋ ＋ ＋
iucD ＋ ＋ ＋
astA － － －
vat ＋ ＋ ＋
papC ＋ ＋ ＋
tsh ＋ － ＋
iss ＋ ＋ ＋
cva/cvi ＋ ＋ ＋

薬剤感受性試験成績
ABPC S S R S S
AMPC I S R S S
OTC R R S R R
DOXY I S S R I
ST S S S S S
OFLX S S S S S
NFLX S S S S S
ERFK S S S S S

判定結果：S（感性）、I（中間）、R（耐性）

 
  

４ 考察 

今回、神経症状を呈した採卵鶏群について、

大腸菌が関与した髄膜炎および頭蓋骨air space

病変が明瞭に確認されたことから、当該鶏群で

鶏大腸菌症が発生したと診断された。上記病変

以外には眼窩下洞または頭部皮下組織などに化

膿性または肉芽腫性の病変が認められたものの、

一般的な鶏大腸菌症で認められる実質臓器の漿

膜性炎はほぼ観察されなかった。さらに、斜頸

や神経症状に関連することが明らかにされてい

る各種疾病（ニューカッスル病、アスペルギル

ス症、マレック病、リステリア症およびパスツ

レラ症など）を疑う病変も認められなかった。

髄膜炎あるいは頭蓋骨病変が認められなかった

144 日齢の生存鶏２羽においても斜頸が確認さ

れていたことから、これらの病変形成が直接的

に神経症状を引き起こしたというよりも、何ら

かの要因で頭蓋内に大腸菌が侵入して増殖した

結果、神経症状を誘発し、その後、髄膜炎や頭

蓋骨病変を形成したものと推察された。この推

論は、細菌検査において全羽の脳から大腸菌が

分離されことからも裏付けられ、神経症状を誘

引した原因として細胞壁成分であるリポ多糖体

（LPS）の可能性が示唆された。 

分離された大腸菌の血清型が各個体で異なっ

ていた点については、検索した株数が少なかっ

たことが影響したと考えられたが、免疫組織化

学的検査において、それぞれの病変部位に分離

大腸菌の血清型と一致した陽性反応が確認され

たことから、それぞれの大腸菌株すべてが本事

例の原因菌であったことを示していた。また、

免疫組織化学的検査で大腸菌抗原を確認できな

かった２例については、供試した３血清型以外

の大腸菌に感染していたと推察された。分離さ

れた大腸菌株は、APEC として高頻度に分離され

る血清型ではないものも含まれていたが８）、鉄

吸着因子、P線毛遺伝子、血清抵抗性因子および

コリシン産生性に関連した遺伝子を保有してい

たことから、一定の病原性を保持していたと推

察され、本事例の原因菌となり得ることを裏付

けていた。これら３株については、それぞれ１

～２剤の薬剤耐性しか確認されなかったことか

ら、多剤耐性に関する危惧は必要ないと思われ

たが、それぞれ耐性プロファイルが異なってい

たため、治療として抗菌製剤を投与する場合に

は注意が必要であると考えられた。神経症状を

呈して同様な頭蓋骨 air space 病変を報告した

熊谷ら７）は、神経症状の発現と頭蓋骨 air space

病変の有無が一致していたと報告しており、そ

の事例では Pasteurella multocida を原因菌と

診断している。いくつかの類似点が認められる

ものの、本事例において臨床症状の発現と頭蓋

骨病変形成の程度が異なっていた点については、

原因となった菌が異なることも関係したと推察

された。 

鶏大腸菌症の臨床的病型として、急性敗血症

型、亜急性線維素化膿性漿膜炎型、大腸菌性肉

芽腫、皮膚型、腸管型に分類され 12)、一般的な

野外事例では漿膜炎型が多数を占めている。そ

の理由として敗血症に続発して漿膜炎型の経過

を辿り、その経過が長期間に及んだ場合に肉芽

腫型に移行することによる。また皮膚型は経皮

的に感染した局所感染であり、腸管型の事例は

まれである。今回の事例では、敗血症型や漿膜

炎型から派生して頭蓋骨に病変が形成されたと

いうよりも、頭蓋骨病変が局所的に形成される

経過を辿った可能性が示唆されている。その場

合、頭部皮下組織あるいは眼窩下洞で観察され

た化膿性病変が発端となった可能性が考えられ、

その病変部位で増殖した大腸菌が偶発的に頭蓋

内に感染し、そして同時に全身型へと移行した

ことで、重度な頭蓋骨病変と軽度な漿膜炎型病

変が形成されたと考えられた。本事例のように



 

鶏大腸菌症と診断された採卵用成鶏に、大腸菌

による頭蓋骨病変や髄膜炎が認められた報告は

これまでにない。 

採卵用成鶏における大腸菌症の多くは、産卵

ストレスが引き金と考えられており８、９)、本症

例においても、時期的に産卵開始ストレスが深

く関与していると考察している。また、養鶏場

は標高が高い場所に位置し、日常的に強い風が

吹く環境にあり、気象庁のデータを確認すると

本事例の発生前に堆肥舎側から発生鶏舎に向け

て強風下にあったことが確認された。複数種の

大腸菌の関与が確認されたことを鑑みて、産卵

開始の強いストレス下にあった鶏群に、堆肥舎

からの塵埃あるいは臭気に暴露されたことが発

症の引き金になったという推論が成り立つと考

えている。なお、発症鶏群と同じ種鶏場から 10

日前に導入された鶏群（１号舎）の 50％産卵日

齢は 139 日齢、ピーク産卵率は 96.8％、ピーク

産卵日齢は 197日齢、発症期間の死亡率は 0.6％

であり、顕著な産卵成績の低下等は認められず、

本症例における鶏大腸菌症による被害は、死

亡・淘汰率の上昇のみであった。 

本症例では産卵開始前後に斜頸などの神経症

状を呈す鶏において、鶏大腸菌症がその原因と

なり得ることが示された。今後同様な事例が確

認された場合に、頭蓋骨内に病変が形成されて

いるか確認する事が重要であることを提起した

い。 
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